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４月例会プログラム 

巻頭言 

「もうすぐ 1 年」 

末永 実花（ルンバ） 

私は昨年度の春、リーダーとしての活動を始め、もうすぐ１

年が経とうとしています。子どもたちと関わることは、人と人

との関わりとしてとても楽しいと感じます。特にこの冬は初め

てキャンプに参加し、とても内容の濃い経験をさせていただき

ました。 

 初めてキャンプに行って、私はリーダーとしてのふるまい方

を少し難しいと感じていました。キャンプに何度も行った経験

のある小学生のほうが、私よりもキャンプや YMCA のルール

が身についていると感じました。また、子どもたちは私をリー

ダーとして慕ってくれるけれど、私は十分に子どもたちをほめ

たり、楽しませたりして応えてあげられているかな？と思いま

した。 

 今は、少しずつキャンプにも慣れ、少しずつ自分の中に成長

を感じることもありますが、初めての不安な感覚を忘れずに、

キャンプが初めての子どもや、これから入ってくる後輩リーダ

ーの気持ちに寄り添えるリーダーになりたいです。 

冬スキーキャンプに参加したルンバリーダー（右端） 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 と き：2016 年４月 １５日（金） PM 19:00～21：00 

ところ：YMCA 会館  

                                   司会 柳瀬 久美子 

開会挨拶と点鐘            会長 片山  啓 

ワイズソング 

ワイズ信条 

  １ 自分を愛するように 隣人（りんじん）を愛そう 

 １  青少年のために YMCAに尽くそう 

 １  世界的視野をもって国際親善をはかろう 

 １ 義務を果たしてこそ権利が生ずることをさとろう 

１ 会合には出席第一社会には奉仕第一を旨としよう。 

 

今月の聖句と食前感謝 ・食事            宮田 康男 

 

ハッピーバースデー&おめでとう結婚記念日 

 

スマイル             ドライバー 井上 恒久 

 

準備会 

4 月 16 日の関東東部評議会、次期部、クラブ役員引きつ 

ぎの為の協議と準備。 

  

① ５月例会確認（日程、司会者、食前感謝、ドライバー） 

 

閉会挨拶と点鐘            会長 片山 啓 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LT 
リーダーシップ・トレーニング 

 

強調月間テーマ 

今月の聖句 
「しかし、あらゆる恵みの源である神、すなわち、キリスト・

イエスを通してあなたがたを永遠の栄光のへ招いてくださっ

た神ご自身が、しばらくの間苦しんだあなたがたを完全な者と

し、強め、力つけ、揺らぐことがないようにしてくださいます」 

ペテロ１：５章１０節 
 

３月 １０周 年 記 念 例 会 

 

出席者   会員      １０名     メネット     0 名         

スタッフ    ３名       リーダー   １名 

       ゲスト     １９名    出席総数数    ３３名 

 

 在籍者会員数        1４名        会員出席率 ７１%  

 

 
 

ゲスト 

川越クラブ     2 名   元ワイズ     1 名 

千葉クラブ     2 名   加藤久幸 師 

東京グリーンクラブ 2 名   レス・ギル    3 名 

東京ひがしクラブ  4 名  （演奏者グループ名 

埼玉クラブ     1 名 

江東クラブ     ３名 

              

 

 

 

 

2014-15 年度 会計報告    会計 井上 恒久 

２月末繰越金           54,512 

 3 月 収入  食事代      3,000        

    3 月 支出  食事代      6,500       

  4 月繰越金             51,012 

 

10 周年記念例会会計報告は 5月のブリテンで報告いたします 

            

 
                    

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

ＩＢＡＲＡＫＩ 
CHARTERED 2006 

IBARAKI YMCA, 24-7 HIGASHIARAI TSUKUBA IBRAKI Japan. Phone. (029) 852-4128 

 
茨城ワイズメンズクラブ 

2015 年度~2016 年度 

４月報 Vor.90 

    国際会長主題      ：信念のあるミッション 

    アジア地域会長主題：愛をもって奉仕しよう 

    東日本区理事主題  ：原点に立って、未来へステップ 

    関東東部部長主題  ：チェンジ 

    茨城ワイズ会長主題：「ワイズメンとしての自覚と責任を持って」 
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【10 周年記念例会と今後の活動について  】 
 
 

茨城クラブ会長 片山 啓 

10 周年の記念例会を準備しながら、これまで殆ど他のクラブ

と係わりをもたずに、茨城だけで活動を続けてきたため、本当

に今回、他のクラブの皆さんが参加をして頂けるのかどうか、

心配をしながら準備をさせて頂きました。しかし、結果的にゲ

ストや先生を含めて 33 名の参加者が与えられ、どうにか記念

例会を開催することができました。感謝でした。 

 プログラムは、2 部構成で考え、1 部は記念礼拝や利根川次

期理事などのご挨拶などが中心で、2 部に歓談の時やコンサー

ト、抽選大会、そして 10 年間の歩みをスライドで紹介させて

頂きました。また、1 部と 2 部の間には、YMCA ツアーとして

会場の国際会議場から YMCA まで皆さんをご案内させて頂き

ました。初め、キリスト教団さんの研修所である TCA 会館か

ら始まりましたが、その後、別館、新館と敷地を拡幅しながら

増築し、10 年前では考えられないほどの茨城 YMCA の成長の

一端をご紹介させて頂きました。一方、茨城ワイズは 10 年前、

15 名でスタートし、現在 14 名とあまり会員規模としては成長

できておりません。しかし、この間、半分程度の会員を入れ替

えながら、次期は関東東部の部の役員を担い、ワイズの協力募

金には全募金を捧げるなど、微力ながらも関東東部や東日本区

に、活動の場を広げつつあります。当面は、次期の関東東部の

役員を担うクラブとして、この活動に力を注ぐ必要があります

が、同時に茨城ワイズとしての活動も、クラブの皆様とも良く

協力をしながら充実をさせて行きたいと考えております。具体

的には、個々で動くのではなく、組織で計画をし、動く。この

ような形で物事を進められ、より近隣住民の皆様との連携を進

められるプログラムや活動を計画していけたらと願っており

ます。このためには、皆様の積極的なワイズへの係わりと、会

員の増強が必要でございます。今後共、さらなる皆様からのご

協力の程、よろしくお願い致します。 

               

 
 
 
 
 

加藤久幸 師 
 
☆ 元茨城ワイズ会長 土河 隆様からのメッセージ 

片山 様 

ご無沙汰いたしております。ご案内ありがとうございます。

１０周年記念の件ですが、参加させて頂きたいのはやまやまで

すが、我が家は鬼怒川から５００ｍしか離れていなかったため、

長男はレスキュー隊に救助されるなどで２メートル近い氾濫

水が我が家を襲い１階は全てが全壊となりました。家財道具も

流され、ようやく家屋の半分は修繕復旧ができましたが、いま

は残りの家屋部分を復旧しているところです。そのようなこと

で大規模半壊の被災した我が家を立て直すのに毎日が一所懸

命の状況ですのでいまの私にはまったく参加する時間と余裕

がありません。本当に申し訳けございません。今年いっぱいは

自宅の復旧と仕事を元に戻すのが自分の責務です。皆様にもよ

ろしくお伝えくださいませ。水害ではたくさんの方々からご支

援をいただきました。我が家にも延べ１５０人以上の方々が九

州から青森まで全国から駆け付けていただき、またアメリカア

イダホ州の小学校から靴下などの衣類を沢山頂いたり、九州大

学の中国人留学生も、降り続く雨の中を１０センチ ほどたま

った氾濫土をスコップで取って、老夫婦への温かいご支援をい

ただきました。また北九州市民からは正月の餅を届けて下さい

ました。東北震災でまだ復興もできていない福島の南相馬市や、

宮城石巻からも若者たちが駆けつけていただき、妻はいつも感

激して泣いてばかりでした。被災にあった者しかわからないそ

の喜びを噛みしめるばかりでした。被災した自宅を修繕改築で

きない市民は被災市民で半数いるといわれています。それでも

被災した自宅のローンを支払いながら、リフォームローンを、

二重に組んで、なんとか立ち上がろうとする市民がたくさんい

ます。自分の力で歯を食いしばって 生きています。家計が苦

しくクリスマスプレゼントのない子供たちもいました。被災し

た市民には正月もお祝いもありません。シングルマザー家 庭

では新入学する子供たちへ、貯めてた学費資金が生活費用にゆ

き、入学準備も満足にできない家庭があると聞きます。持てる

家庭と持てない家庭との 経済格差が広がってるのがいまの被

災した市民の実情です。それでも被災市民は前を向くしかあり

ません。まもなく６５歳になります私も頑張ってみます。 

                   土河 隆 

 
茨城 YMCA  和田 賢一  

  

〈３月の報告〉 

２日 主任会 

３日～４日 東日本区総主事会議 宮田 

５日 東日本大震災復興支援チャリティーバザー 

６日 高学年定例野外活動 トムソーヤ 池長 

７日 早天祈祷会 宮田・大賀 

８日 職員礼拝・職員会  

10 日 同盟コンサルティング 宮田・和田 

12 日 春スキ―キャンプ顔合わせ会 池長・久米・櫻井 

15 日 幼保園卒園式・お別れ会 大賀 

16 日～17 日スキー実技リーダートレーニング 池長・久米 

19 日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 和田・

久米・佐久間 

19 日～20 日 児童クラブ高学年お泊まり会 

21 日 水害支援ボランティア 二葉こども園引っ越し応援 

23 日 東新井センター学童お別れ会 

25 日～４月６日 学童スプリングスクール 

26 日～29 日 春スキ―キャンプ 池長・久米・櫻井 

 

〈４月の予定〉 

１日 学童クラブ新入生歓迎会 

４日 早天祈祷会 宮田・大賀 

７日 幼保園始園式 

８日 幼保園入園式 

９日 学童・幼保園スタッフ研修・主任会 

16 日 春キャンプ思い出会 池長・久米・櫻井 

16 日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 久米・ 

   佐久間 

16 日 二葉幼稚園竣工式 宮田 

17 日 かすみがうらマラソン ボランティア派遣 

23 日 東日本区理事総主事研修会 宮田・和田・大澤 

24 日 筑波バプテスト教会ナースリー リーダー派遣 

24 日 牛久教会総会 大澤・久米 

28 日 理事会 宮田 

29 日 埼玉 YMCA 総主事就退任式 

 30 日 小学生定例野外活動わいっこクラブ 和田・櫻井 

 
          【 編集後記 】 

 
 
3 月 26 日の茨城ワイズ 10 周年記念例会に、多くのワイズ

の方々がご出席してくださり、楽しく開催できたこと、感

謝なことでした。私たちは次期関東東部の部長、書記、会

計、主査の役に付きます。不安ですが、利根川次期理事の

「明日に向かって、今日働こう」に励まされて動き出しま

した。ワイズを理解し、学び、新しい出会いに期待して 

まいります。被災された土河元会長のこれからの全ての復

旧を祈ります。         記 柳瀬久美子 


